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【氣軸】の大きな鍵を握る、
とある「先人」とは･･･

き じ く



【氣軸】の内容は、古代日本を生きた、

「先人達」の『叡智』を元にしたもの。
それをシェアする感じね。

き じ く

ホォウ♪
一緒に学んで
いこうぜ！

楽しみ♪
一緒に学ぼう！



約1200年前に出逢った、とある「先人」の
考え方が大きなヒントになっているわ。

オイラ達は「精霊」。
数百万年生きてるから、

色んな「人間」と交流したぞ。



その、とある「先人」とは･･･



空 海
“弘法大師”



平安時代初期の僧であり、
「真言密教」を確立した人物。

数多くの不思議な伝説を残している。

空 海
く う か い

宗教とか流派に関係なく、
学べることが多いと思うわ。



●ある娘が、少ない飲み水を「空海」に与えた。
翌日、そのお礼に「湖」を湧かせて、
その村は水が豊かになった。
●孫のために栗を採ろうと苦労する老婆を見て、
その村一帯に栗の実をたくさん実らせた。
●あらゆる霊的存在を瞬間的に知覚していた。

約300を超える「伝説」を
残していることでも有名よ。
ここに載せたのは、その一部。

空 海 の 伝 説



というわけで、
「空海」さんとのお話を振り返りながら、

情報をシェアしていくわ！

次のページへ
行こう♪

オー！



とてつもない威力を発揮する、

「身口意」の法則。



それは、今から約1200年前。
とある山でのことであった。

おう、久しぶり。
よく来たなぁ、

「精霊」達！



新しく「法則」を思い付いたって聞いたから、
それを是非教えてもらいたくて来たわ。

後世の「人間」にも伝えたいの！

教えてほしいぞ♪

そうか。
後世に伝えてくれるのか。

それは感心だな。

では、とっておきの
「法則」を教えよう！



その名はずばり･･･

身口意の法則
し ん く い

身口意？！

しんくい？！



「身」：身体の状態／姿勢／行動。
「口」：発する言葉／発信※「書く」も含む。
「意」：心の状態／考え／思い。

「身口意」というのは
この３つの要素になるよ。

「身」「口」「意」
なるほど、理解したわ。

ホォ！



もっと簡単に説明すると・・・

「身」
し ん

（やること）
「口」

く

（言うこと）

「意」
い

（思うこと）

わかりやすい！



３つの要素がカミ合って一致すれば、

とてつもない威力を発揮するという仕組み。



「身」
食べて過ぎて
太ってしまう

痩せるぞ

「口」 「意」
我慢するのは、
キツイし嫌だな･･･

「口」で言っているだけで、
他の要素がカミ合わず、不一致の場合･･･

不一致の状態が続くと、
徐々に自信を失くす傾向もある…



「身口意」が
一致している場合

「身口意」が
不一致の場合

この人は
信頼できる！
説得力ある！

はぁ？！
アナタが

言うことかよ

人に「伝える」場合は、「身口意」が
一致しているか否かで、大きな違いが出る。

一致していると、まわりに与える
影響力も高まるわけですな。



ただ、ここで注意してほしいのは、
「身口意」が一致していれば、

悪い方向にも威力を発揮してしまうということ。



とはいえ、長続きはしないよ。

邪な考えや行動は、穢れとなって、
不調和や病気を生み出してしまうんだ。

よこしま け が

こわい･･･



「身・口・意」の３つを良い状態 に整えて、

良い方向に活用していくことが大切。
そうすれば、自分も周りも幸福で長続きするよ。

悪いことは長続きしない。
良いことは長続きする。

というわけね。



「身・口・意」の３つの要素を整えて、

崇高な状態へ高めることを『三密』と呼ぶ。
さ ん み つ

是非、この状態を目指してほしい。
後世の人達に伝えてくれると嬉しいよ。



ありがとう、「空海」さん。
とても勉強になったわ。

ありがとな！
「空海」さんっ

いえいえ、こちらこそ。
またいつでもおいで。



・・・というお話。
どうだったかしら？

「身口意」の
法則さっ♪

なるほど～！

「身口意」の法則！



OK！

次のページから「身口意」の法則
の具体的な実践方法について、
少し違った角度で深めていくぞ♪

また新たな氣づきが
あると思うわ！



「身口意」の法則。
具体的＆科学的な実践方法。



ここからは、福来丸！
あなたの出番よ。

ふ く ま る

了解。
オイラに任せろ。

ここからは、

ふくまる君が
担当するのね。



では、「例のもの」を

渡すわ。

ハイこれ！
よろしくね。



では、いくぞ！





第三の眼、覚醒！
オレのグレートなレッスン、

スタートするゼ！

知能が上がって、本領発揮ね。
少しワイルドになるけど・・・

わっ、なんか変わった！



３つの要素を崇高な状態に高める『三密』。
これを具体的に実践する方法を伝えるぜ！

さ ん み つ

さんみつ！



「身」：肚（はら）を決める。
「口」：愚痴を控え、感謝を口にする。
「意」：自分を磨き、まわりに尽くす。

実践方法

実は、シンプル。
順番に説明するぜ！

おお、これが！

！



これは、昔からある日本語。
あらゆる事を受け入れて、

覚悟をすることさ。

「身」：
肚（はら）を決める。

はらを
決める！

「肚をくくる」
「肚を据える」
等も同じね。



実際に、 「肚を決める」 と、
エネルギー（氣）が、中心（肚）に集まるぞ。

「人間」のカラダの
中心部分ね。

エネルギー（氣）？



エネルギー（氣）は、電気みたいなイメージさ。
神経回路を通って、

エネルギー（氣）が流れているぞ。

これが
『氣』！ おお、

すごい！



大抵、悩んでいる時は、
エネルギー（氣）が

アタマに登って渋滞。

中心（肚）に集まっていれば、
カラダ全体に行き渡って、

エネルギー（氣）が、みなぎるわけさ。

なる
ほど！



次は「口」。発信だな。
悪い言葉をなるべく使わずに、
良い言葉を発信しようって話！

「口」：
愚痴を控え、
感謝を口にする。

大事だね

発信だから、
「音」だけでなく、
「文字」でも同じね。



古来より日本では「言靈」といって、
言葉にエネルギー（氣）が宿るとされている。

こ と だ ま

科学的にも解明されて
きているわね。

言葉も、
エネルギー（氣）！



「ありがとう」等の感謝の言葉は、
脳波に良い効果をもたらし、

α波／シータ波が観測された研究もあるぞ。

「ありがとう」は素敵な言葉だから、
たくさん使っていきたいね♪



最後は「意」。
「私利私欲」のためではなく、
世のため人のために動くことさ。

「意」：
自分を磨き、
まわりに尽くす。

「生き方」
そのものね。



「私利私欲」や「嫉妬」「怒り」は、
「ケガレ」＝「氣枯れ」 と言われている。

エネルギー（氣）が乱れ、枯れるってことさ。

「空海」さんも
言っていたわね。



自分を磨いて、まわりに尽くすことで、

エネルギー（氣）の循環が起きるぞ。

エネルギー（氣）が回って巡るから、
枯れることは無いわね。

なるほどね



「身」：肚（はら）を決める。
「口」：愚痴を控え、感謝を口にする。
「意」：自分を磨き、まわりに尽くす。

実践方法

説明は、以上さ。
何度も復習してくれると嬉しいゼ！

しっかり復習して、
実践していこうっと♪



『運氣』もエネルギー（氣）？！
和の『叡智』を体系化したもの。



エネルギー（氣）について、色々説明したけど、

実は、『運氣』 もエネルギー（氣）。
「運を味方に付ける」 こともできるゼ。

エネルギー（氣）は実に深い・・・
まだまだ応用できるわね。

え？！

運を味方にできるの？！



詳しくは、和法六術 と呼ばれるものを、
チェックしてもらえれば、分かるゼ。

わ ほ う ろ く じゅ つ

わほう
ろくじゅつ？！



今回の「身口意」の法則も含め、
あらゆる古代日本人の『叡智』の共通点を、

丹念に検証し、まとめたものさ。

姉妹サイトの

「日本心身元氣楽協会」
が提唱しているものね。



和法六術の全体像については、

無料で学べるものもあるぞ。

要チェックね！

今回と一緒に、
あわせて学ぶといいかもね♪



おわりに。
学習講座【氣軸】のまとめ。



レッスン、
ありがとね

好物の「おはぎ」。
用意しておいたわ！



ホォォォウ！
ありがとう、ドラセナ！

ありがとね。
ふくまる君。

ひとまず休憩だね。

ホウ♪

休息は大事よ♪



一応、今回のおさらい。
リラックスしながら確認してね。

●「身・口・意」の要素が一致すれば、
とてつもない威力を発揮する。

●悪用をしても、長続きはしない。
良い方向＝『三密』 を目指すことが大切。

●『三密』の実践はシンプル。
エネルギー（氣）を認識すると理解が深まる。

●「身口意」の法則も含めて体系化された、
『和法六術』というものが存在する。



学習講座【氣軸】を読んでみて、
「みんなにもシェアしたいな♪」という方のために、

『パートナー・プログラム』参加権利
もご用意しています。

詳しくは、このスライドの下の、
「案内欄」でチェックしてね。



最後まで
読んでくれてありがとう！

また会おうね！
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もう一度
最初から見る


